
 

 

平成 22 年 11 月 9 日 

各位 

上場会社名    株式会社アーレスティ 

代表者      代表取締役社長 高橋 新 

(コード番号    5852) 

問合せ先責任者  執行役員経営企画部長 辻 鶴男 

(TEL       03-5332-6004) 

業績予想の修正及び国内生産体制再編に伴う特別損失に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 9 月 27 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、平成 23 年 3 月期において見込まれる国内生産体制再編に伴う特別損失について併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

平成 23 年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

93,500 

百万円

3,600

百万円

3,300

百万円 

2,750 

円 銭

127.67

今回発表予想(B) 99,000 4,400 4,100 2,000 92.85

増減額(B-A) 5,500 800 800 △750 

増減率(%) 5.9 22.2 24.2 △27.3 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3月期) 
75,777 526 564 △59 △2.77

 

平成 23 年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

68,700 

百万円

800

百万円

650

百万円 

550 

円 銭

25.53

今回発表予想(B) 73,500 900 800 △500 △23.21

増減額(B-A) 4,800 100 150 △1,050 

増減率(%) 7.0 12.5 23.1 － 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3月期) 
60,853 △698 △847 △1,267 △58.83

 

修正の理由 

平成 23 年３月期の連結及び個別の業績予想につきましては、下期における国内売上高は上期に比べ減少すると見込まれるものの当

初計画ほどの落ち込みには至らず、海外売上高は概ね堅調に推移すると予想され、売上高は前回予想を上回ると予想されます。収益面

においては、売上高増加による効果、原価低減活動や生産性の効率化等により、営業利益及び経常利益は前回予想を上回ると見込まれ

ますが、平成 25 年３月期を目途に進めている浜松工場と豊橋工場を東海工場として統合・集約することに伴う特別損失 13 億円を加味

したことにより、当期純利益は前回予想を下回ると見込まれます。 

また、連結業績見通しにおいては、下期為替レートとして 82.0 円／米ドル、12.3 円／元、6.7 円／ペソを前提としております。 

 

 

 

 



 
 

 

２．国内生産体制再編に伴う特別損失について 

平成 22 年 8 月 5日公表の「国内生産体制再編に関するお知らせ」において、国内需要に見合った国内生産体制に再編し、グローバ

ルでの生産効率を高め競争力を強化することにより更なる業績向上を図ることを目的として、平成 25 年 3 月期を目途に浜松工場及び豊

橋工場を東海工場として統合・集約する旨お知らせしておりましたが、本件統合・集約が完了するまでに発生する事業構造改善のため

の費用を平成 23 年 3 月期において特別損失として 13 億円計上する見込みです。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以上 


